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周
慮
『
風
土
記
』
と
宗
懐
『
荊
楚
|
|
著
者
の
人
と
な
り
と
、
てつ国
歴
史
学
で
は
、
近
年
、
社
会
史
等
の
分
野
が
大
き
な
成
果
を
挙
げ
霊
肉)
つ
つ
あ
る
が
、
従
来
は
、
時
代
の
特
質
を
的
確
に
知
る
た
め
に
、
戦
樹
乱
・
政
変
等
の
非
日
常
的
な
ト
ピ
ッ
ク
を
選
ん
で
扱
う
こ
と
が
多
楚
か
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
研
究
者
が
人
々
の
日
常
の
暮
ら
し
を
謹
視
附
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
決
し
て
無
く
、
主
に
史
料
上
の
制
懐
約
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
は
日
常
を
生
当
τど
き
て
い
る
。
我
々
人
類
が
こ
こ
ま
で
生
き
継
い
で
き
た
所
以
は
、
一
副
時
的
な
災
禍
を
乗
り
越
え
て
来
た
の
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
長
く
絶
叫
叫
え
閑
の
な
い
日
々
の
営
み
を
続
け
て
来
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
(
よ
っ
て
日
常
の
営
為
の
具
体
的
様
相
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
歴
史
的
問
特
質
を
考
え
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
れ
を
如
何
な
る
視
点
か
ら
扱
う
か
で
あ
る
。
ー
そ
こ
で
私
は
、
一
年
の
サ
イ
ク
ル
で
毎
年
決
ま
っ
た
月
日
に
行
う
は
じ
め
に
(
歳
時
)
書
の
性
格
を
中
心
に
|
|
記
に
つ
い
て
栗
木
寧
行
事
私
は
こ
れ
を
歳
時
行
事
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
l
に
つ
い
て
考
察
し
た
く
思
う
。
歳
時
行
事
は
国
家
儀
礼
と
は
別
個
の
|
勿
論
国
家
が
歳
時
行
事
に
関
与
す
る
こ
と
も
あ
る
が
l
民
衆
が
主
体
の
、
普
く
行
き
渡
っ
た
行
事
で
あ
る
。
ま
た
歳
時
行
事
は
祝
祭
性
等
か
ら
見
れ
ば
、
民
俗
学
で
謂
う
、
日
常
の
ケ
に
対
す
る
、
非
日
常
の
ハ
レ
の
祭
事
が
多
い
が
、
戦
闘
等
と
比
較
す
れ
ば
、
日
常
的
行
動
の
範
暗
に
含
ま
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
史
料
も
他
の
日
常
的
営
為
に
比
べ
て
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
行
事
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
う
る
。
さ
ら
に
、
中
国
の
歴
史
上
、
歳
時
行
事
が
体
系
化
さ
れ
た
時
期
が
、
後
漢
末
か
ら
貌
晋
南
北
朝
と
い
う
所
謂
中
世
と
呼
ば
れ
る
時
期
と
ほ
ぽ
重
な
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
よ
っ
て
当
該
期
の
社
会
の
日
常
生
活
の
一
様
相
を
解
明
し
、
そ
の
歴
史
的
特
質
を
考
え
る
う
え
で
、
歳
時
行
事
研
究
は
有
効
で
あ
る
。
で
は
こ
こ
で
歳
時
行
事
の
研
究
状
況
を
、
最
近
の
業
績
を
中
心
に
概
括
し
て
お
こ
う
。
こ
の
分
野
は
、
民
俗
学
や
日
中
文
化
交
流
史
の
2
方
面
か
ら
の
議
較
も
多
い
が
、
歴
史
学
で
は
従
来
風
俗
官
に
属
し
、
行
事
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
の
具
体
的
解
明
が
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
概
ね
適
時
代
的
な
視
点
で
分
析
さ
れ
て
お
り
、
行
事
の
歴
史
的
変
遷
や
{4} 
時
代
に
お
け
る
特
徴
を
論
じ
た
研
究
は
稀
で
あ
る
。
と
り
わ
げ
先
行
研
究
に
欠
げ
て
い
る
点
は
、
行
事
の
復
元
に
性
急
な
あ
ま
り
、
歳
時
行
事
の
ま
と
ま
っ
た
記
載
の
あ
る
史
料
、
即
ち
歳
時
記
が
、
如
何
な
る
性
格
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
基
礎
的
な
問
題
を
等
閑
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
守
屋
美
都
雄
氏
の
労
作
『
中
園
古
歳
時
記
の
研
究
l
資
料
復
元
を
中
心
と
し
て
』
(
帝
国
書
院
、
一
九
六
三
年
)
に
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
l
ク
の
全
て
を
依
拠
し
、
歳
時
記
と
い
う
書
そ
の
も
の
に
は
目
が
向
か
な
い
た
め
と
推
測
す
る
。
小
稿
も
守
屋
氏
の
研
究
成
果
に
多
く
を
負
っ
て
お
り
、
氏
の
説
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
付
け
加
え
る
点
が
あ
る
。
『
剤
楚
(
歳
時
)
記
』
の
著
者
で
あ
る
宗
燥
の
社
会
的
階
層
や
、
歳
時
記
の
記
述
内
容
か
ら
窺
え
る
知
識
人
の
知
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
守
屋
氏
以
後
の
中
国
史
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
補
え
る
所
が
出
て
き
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
歳
時
記
の
書
式
上
の
特
色
と
、
そ
の
よ
う
な
独
自
の
書
式
を
採
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
著
者
の
意
図
等
に
関
し
て
は
、
新
た
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
小
稿
は
、
周
慮
撰
『
風
土
記
』
、
宗
懐
撰
『
刑
楚
(
歳
時
)
記
』
の
両
著
者
の
人
と
な
り
を
、
特
に
郷
土
と
の
結
び
付
き
を
中
心
に
考
察
し
、
両
書
の
書
式
と
い
う
外
面
的
特
徴
か
ら
始
め
、
次
に
記
述
の
な
か
に
立
ち
入
っ
て
、
著
者
の
意
図
を
読
み
取
り
、
明
ら
か
に
し
て
、
今
後
の
歳
時
行
事
研
究
に
備
え
た
い
。
周
慮
『
風
土
記
』
に
つ
い
て
周
鹿
の
人
と
な
り
|
郷
土
と
の
結
び
付
き
を
中
心
シ』
vレ
f
L
l
l
周
慮
(
二
三
六
;
二
九
七
)
は
『
音
書
』
巻
五
十
八
に
伝
が
あ
り
、
『
風
土
記
』
を
著
し
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
義
興
郡
陽
羨
県
出
身
で
あ
り
、
川
勝
義
雄
氏
は
こ
の
周
氏
を
江
南
を
代
表
す
る
「
無
骨
な
田
舎
豪
族
で
あ
っ
た
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
周
慮
と
郷
土
と
の
結
び
付
き
を
示
す
記
事
は
少
な
い
。
次
の
史
料
は
、
「
風
土
記
』
の
性
格
と
も
関
わ
っ
て
く
る
内
容
だ
が
、
彼
の
視
線
が
何
に
注
が
れ
て
い
た
か
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。
『
風
土
-
富
田
、
「
仲
夏
端
五
、
方
伯
協
、
極
烹
驚
、
用
角
黍
、
亀
鱗
順
徳
。
」
注
云
、
「
端
始
也
、
謂
五
月
初
五
也
。
四
仲
為
方
伯
。
俗
重
五
月
五
日
、
与
夏
至
向
。
魁
春
字
雛
、
到
夏
至
月
、
皆
任
峻
也
。
先
此
二
節
一
目
、
又
以
菰
葉
哀
鮎
米
、
雑
以
粟
、
以
淳
{7-
濃
灰
汁
、
煮
之
令
熱
。
ニ
節
目
所
尚
峻
也
。
(
下
略
)
」
五
月
端
午
の
節
食
で
あ
る
「
角
黍
」
の
作
り
加
が
自
注
に
書
か
れ
て
い
る
。
調
理
法
を
詳
し
く
記
述
す
る
と
乙
ろ
か
ら
、
周
鹿
自
身
が
親
し
く
観
察
し
た
所
に
基
づ
い
た
叙
述
に
相
違
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
些
一
細
と
も
思
わ
れ
る
調
理
法
の
丁
寧
な
描
写
は
、
視
線
の
低
さ
を
物
語
っ
て
も
い
る
。
彼
の
こ
の
姿
勢
は
、
守
屋
氏
の
指
摘
す
る
「
強
い
愛
郷
の
情
」
に
よ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
会
乙
『
風
土
記
』
の
性
格
に
つ
い
て
『
風
土
記
』
は
散
逸
し
て
し
ま
い
、
全
貌
は
窺
う
べ
く
も
な
い
。
守
屋
氏
に
よ
っ
て
逸
文
収
集
と
分
析
が
行
わ
れ
た
が
、
新
史
料
も
加
え
吋
て
、
今
一
度
完
本
が
存
在
し
て
い
た
時
期
の
人
々
が
、
『
風
土
記
』
を
m
如
何
な
る
書
と
認
識
し
て
い
た
の
か
、
諸
書
に
散
見
す
る
「
風
土
記
』
引
に
関
わ
る
記
述
か
ら
探
っ
て
み
よ
う
。
一ゴ一回ヲ
劉
知
幾
撰
「
史
遇
』
巻
五
補
注
篇
に
、
鵡
既
而
史
停
小
書
、
人
物
雑
記
、
若
撃
虞
之
『
一
ニ
輸
決
録
』
、
陳
蕎
恥
之
『
季
漢
輔
臣
、
周
慮
之
『
陽
羨
土
匹
、
常
時
吋
之
『
華
陽
土
問
女
』
、
文
言
美
鮮
、
列
於
章
旬
、
委
曲
絞
事
、
存
於
細
書
。
此
之
懐
注
稗
、
異
夫
儒
士
者
突
。
ど
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
風
土
記
』
の
書
式
は
本
文
と
注
釈
文
と
副
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
本
文
は
典
雅
な
文
章
で
書
か
れ
、
注
釈
は
本
船
文
の
語
句
解
釈
に
止
ま
ら
な
い
、
細
か
く
詳
し
い
事
柄
が
叙
述
さ
れ
[
て
い
る
こ
と
が
取
り
敢
え
ず
判
明
す
る
。
ま
た
劉
知
幾
は
か
か
る
注
即
釈
の
付
け
方
は
経
書
の
よ
う
な
注
釈
法
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
書
式
は
、
上
掲
の
「
角
黍
」
の
記
事
の
他
、
『
玉
3
燭
賓
典
』
・
虞
世
南
撰
『
北
堂
書
蜘
』
所
引
の
『
風
土
記
』
に
見
ら
れ
る。
で
は
こ
の
書
式
を
採
る
周
廃
の
意
図
は
何
処
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
文
に
比
べ
て
明
ら
か
に
長
く
、
委
曲
を
尽
く
し
た
内
容
を
有
し
て
い
る
注
釈
の
在
り
方
、
そ
の
こ
と
の
中
に
重
要
な
示
唆
が
含
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
周
慮
が
是
非
と
も
載
せ
た
い
、
詳
細
且
つ
幅
広
い
見
聞
や
知
識
は
注
釈
の
方
に
乙
そ
叙
述
・
表
明
さ
れ
、
周
慮
の
意
図
も
注
釈
に
自
身
の
意
を
尽
く
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
た
だ
注
釈
文
の
よ
う
な
記
述
の
み
で
は
い
か
に
も
煩
潰
・
散
漫
の
憾
が
免
れ
難
い
。
そ
こ
で
本
文
を
先
に
掲
げ
て
、
文
章
の
体
裁
を
整
え
、
し
か
る
後
に
注
釈
文
を
付
け
、
内
容
を
豊
か
な
ら
し
め
ん
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
次
に
、
書
式
の
分
析
を
離
れ
て
注
釈
文
の
具
体
的
な
内
容
に
踏
み
込
ん
で
、
確
認
し
て
み
よ
う
。
邸
道
元
撰
『
水
経
注
』
巻
四
河
水
注
の
条
に
、
周
慮
『
風
土
記
』
目
、
「
奮
説
、
舜
葬
上
虞
。
」
又
『
記
』
云
、
「
耕
子
歴
山
。
而
始
寧
・
刻
二
勝
界
上
、
舜
所
耕
回
、
子
山
下
多
枠
樹
、
呉
越
之
問
、
名
枠
矯
極
、
故
田
歴
山
。
」
余
案
、
周
慮
此
志
、
同
局
不
近
情
、
停
疑
則
可
、
設
寅
非
突
。
安
可
俵
木
異
名
、
附
山
殊
稽
、
彊
引
大
舜
、
即
比
官
壊
。
更
局
失
誌
記
之
本
程
、
差
寅
録
之
常
経
渠
。
と
み
え
る
。
こ
乙
に
見
え
る
こ
つ
の
『
風
土
記
』
の
引
用
文
は
、
鹿
山
の
命
名
由
来
を
説
明
し
て
い
る
内
容
か
ら
、
注
釈
文
で
あ
る
こ
と
が
判
別
で
き
る
。
廊
道
元
は
こ
の
記
述
に
対
し
て
、
実
情
に
遠
〈
、
「
実
4
録
」
の
常
法
に
違
う
も
の
だ
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
周
慮
が
聖
王
舜
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
は
、
旧
呉
の
江
南
の
伝
統
を
誇
示
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
彼
は
、
聖
王
に
比
す
れ
ば
ほ
と
ん
ど
些
細
事
で
あ
る
角
黍
の
作
り
方
に
注
意
深
く
目
を
向
け
、
詳
述
し
て
い
る
。
か
く
あ
れ
ば
、
歴
山
の
話
を
す
る
際
に
は
舜
が
そ
こ
で
耕
作
を
し
た
こ
と
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
注
釈
に
自
身
の
見
闘
や
知
識
を
記
述
し
、
デ
ィ
テ
ー
ル
を
描
き
、
注
釈
の
内
容
を
多
様
・
豊
富
に
す
る
目
的
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
廊
道
元
は
実
録
即
ち
地
理
書
の
有
る
べ
き
姿
か
ら
見
れ
ば
、
事
実
に
外
れ
た
乙
と
を
書
く
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
『
水
経
注
』
も
『
風
土
記
』
も
地
理
書
に
分
類
さ
れ
る
艶
で
あ
る
が
、
脇
道
元
は
史
書
の
一
た
る
地
理
書
に
、
事
実
を
厳
し
く
選
択
す
る
目
を
要
求
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
現
行
本
の
『
水
経
注
』
で
は
、
こ
れ
以
外
に
「
風
土
記
』
の
引
用
は
な
い
。
内
容
の
信
溶
性
が
疑
わ
れ
た
と
と
が
そ
の
要
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。
乙
れ
に
反
し
て
、
か
か
る
『
風
土
記
』
の
記
述
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
書
が
あ
る
。
他
な
ら
ぬ
『
剤
楚
歳
時
記
』
で
あ
る
。
曇
珠
撰
『
類
要
』
巻
三
地
理
之
条
に
、
〔
大
字
〕
周
子
隠
(
周
慮
の
字
)
為
『
陽
羨
風
土
記
』
。
〔
小
字
分
注
〕
『
荊
楚
歳
時
記
』
云
、
「
其
文
該
、
其
義
博
、
之
佳
製
也
。
」
家
と
あ
る
の
が
典
拠
こ
れ
は
守
屋
氏
未
見
の
史
料
ー
で
あ
る
。
乙
の
小
字
分
注
所
引
の
一
文
が
、
著
者
宗
懐
の
手
に
な
る
の
か
、
注
釈
者
杜
公
胞
の
手
に
な
る
の
か
明
確
に
し
難
い
が
、
と
も
あ
れ
『
風
土
記
』
の
記
述
の
該
博
さ
に
注
目
し
、
絶
賛
(
「
一
家
之
佳
製
也
」
)
し
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
風
土
記
』
の
注
釈
は
詳
細
さ
の
み
な
ら
ず
、
本
文
に
関
連
す
る
物
事
を
広
く
蒐
集
す
る
と
い
う
特
徴
も
有
し
て
い
る
こ
と
が
推
断
で
き
る
。
さ
ら
に
、
『
風
土
記
』
と
『
荊
楚
(
歳
時
)
記
』
と
の
性
格
の
近
似
性
|
|
或
い
は
模
範
と
継
承
と
ま
で
言
い
得
る
か
も
知
れ
な
い
l
iを
示
し
て
い
る
と
想
定
で
き
る
が
、
そ
れ
は
次
章
で
触
れ
る
己
と
に
す
る
。
第
一
章
を
ま
と
め
よ
う
。
義
興
郡
陽
羨
県
の
大
豪
族
出
身
で
あ
る
周
慮
は
、
南
人
と
し
て
地
域
に
強
い
愛
着
を
持
っ
て
地
理
書
『
風
土
記
』
を
著
し
た
。
そ
の
書
の
書
式
は
、
本
文
と
注
釈
文
と
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
書
式
を
採
用
し
た
所
以
は
、
自
身
の
見
聞
や
知
識
を
記
述
し
、
注
釈
を
「
豊
か
」
な
ら
し
め
ん
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
宗
懐
『
剤
楚
(
歳
時
)
記
」
に
つ
い
て
卒
す宗
|懐
は|
鹿北
周
郡の
浬保中宗
陽定心懐
県年との
が間し人
本(てと
貫五 lな
地六|り
でー I
あ¥ I 
り五 l 
、 六郷
南五土
郡)与
江に ω 
陵六結
県十び
に四付
居歳き
住でを
( 
) 
し
て
い
た
。
宗
懐
に
つ
い
て
は
、
守
屋
氏
が
宗
氏
の
詳
細
な
系
図
を
明
ら
か
に
{
げ
】
し
、
彼
の
人
と
な
り
を
追
究
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
石
井
仁
氏
も
梁
の
元
帝
(
湘
東
王
線
)
の
随
府
府
佐
の
一
人
と
し
て
宗
慢
に
触
れ
て
お
ら
れ
泊
。
宗
慢
の
人
と
な
り
、
特
に
郷
土
刑
楚
の
地
と
の
固
い
結
び
付
き
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
宗
氏
以
外
の
周
辺
の
人
々
を
探
り
、
そ
し
て
系
図
を
作
製
し
た
。
(
別
図
を
参
照
の
こ
と
。
)
川
ま
ず
、
諸
氏
の
ヨ
コ
の
関
係
を
主
に
確
認
し
て
み
る
と
、
宗
懐
を
【
m-
m
湘
東
王
に
推
薦
し
た
同
じ
南
陽
浬
陽
の
劉
之
港
町
、
父
の
名
を
此
と
剖
い
い
、
此
は
官
途
に
就
く
と
と
を
拒
む
所
謂
処
士
で
あ
っ
た
。
札
は
昌
吉
岡う
同
じ
く
処
士
の
新
野
郡
新
野
県
の
庚
易
・
南
陽
浬
陽
の
宗
測
と
友
人
民
吋
{
引
)
{
n
u
期
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
札
は
南
陽
浬
陽
の
祭
謁
の
姉
を
妻
と
し
、
柴
F
U
菊
の
奥
は
宗
酷
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
氏
族
は
全
て
世
々
江
陵
に
居
た
。
聞
こ
の
よ
う
に
、
江
陵
を
居
住
地
と
し
て
同
じ
く
す
る
の
み
な
ら
ず
、
本
懐
貫
地
も
ま
た
同
じ
く
南
陽
か
、
南
陽
の
近
く
の
新
酷
で
あ
る
宗
・
劉
・
一
句
集
・
庚
氏
が
婚
姻
・
友
人
関
係
を
結
び
、
「
西
楚
の
望
鵬
」
と
し
て
有
剖
力
者
集
団
を
形
成
し
て
い
た
。
組
彼
ら
の
社
会
的
階
層
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
す
る
と
、
霊
童
巻
刈
十
九
築
藷
伝
に
、
指
同
時
{
初
)
即
時
野
球
章
王
綴
矯
武
陵
太
守
、
雅
善
謁
矯
政
、
及
疑
局
荊
州
刺
史
、
以
議
属
探
騎
行
参
軍
・
領
州
主
簿
、
参
知
州
事
。
疑
宵
問
菊
風
土
奮
俗
・
城
陸
基
時
・
山
川
険
易
、
謁
随
問
立
封
、
若
按
5 
圃
牒
、
疑
盆
重
駕
。
と
あ
る
よ
う
に
、
剤
州
地
方
の
風
土
習
俗
に
通
暁
し
た
、
地
域
に
密
着
し
た
人
物
が
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
系
図
を
一
見
し
て
気
付
く
こ
と
は
、
処
士
が
多
い
こ
と
、
起
家
官
が
主
簿
(
特
に
剤
州
主
簿
)
や
王
国
常
侍
で
あ
る
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
一
位
。
そ
し
て
梁
の
武
帝
の
才
学
主
義
を
論
ず
る
際
、
必
ず
引
用
さ
れ
る
次
の
史
料
の
庚
於
陵
は
新
野
の
庚
氏
で
あ
る
。
奮
事
、
東
宮
官
腐
、
通
局
清
選
、
洗
馬
掌
文
翰
、
尤
其
清
者
。
近
世
用
人
、
皆
取
甲
族
有
才
望
、
時
(
庚
)
於
陵
輿
周
捨
並
擢
充
職
、
高
組
目
、
「
官
以
人
而
清
、
宣
限
以
甲
族
。
」
時
論
以
矯
艶
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
当
時
期
門
閥
社
会
体
制
下
に
お
い
て
、
庚
氏
の
み
な
ら
ず
宗
・
劉
・
柴
氏
は
超
一
流
の
名
族
即
ち
甲
族
で
は
き
ち
き
ち
な
く
、
地
方
豪
族
的
性
格
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
各
氏
の
系
図
を
タ
テ
に
見
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
柴
氏
に
つ
い
て
。
『
梁
書
』
築
菊
伝
に
よ
る
と
、
西
晋
恵
帝
代
時
期
の
清
談
の
士
、
幾
度
を
そ
の
祖
に
見
出
す
乙
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
腐
の
子
ら
が
南
渡
し
、
康
の
孫
以
降
三
代
は
立
伝
者
を
み
な
い
。
祭
認
が
競
穎
胃
に
重
用
さ
れ
た
所
以
は
、
剤
州
の
人
々
の
人
心
を
収
【
却
)
撹
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
次
に
劉
氏
に
つ
い
て
。
『
梁
書
』
巻
十
九
劉
坦
伝
に
よ
る
と
、
西
晋
の
劉
喬
を
祖
先
に
有
し
、
そ
の
孫
の
耽
の
女
が
桓
玄
に
嫁
い
で
い
る
6
(
『
菅
書
』
巻
六
十
一
劉
喬
伝
附
)
。
劉
宋
文
帝
代
前
半
期
の
重
臣
劉
酷
と
此
と
の
親
疏
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
処
士
此
の
出
現
を
契
機
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
之
遜
等
の
文
才
に
恵
ま
れ
た
人
物
が
現
れ
た
。
次
に
庚
氏
に
つ
い
て
。
庚
信
を
出
す
系
統
と
庚
季
才
を
出
す
系
統
が
概
ね
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
庚
活
か
ら
江
陵
に
居
住
し
、
治
の
後
、
両
系
統
と
も
数
世
代
の
人
名
が
未
詳
で
あ
る
が
、
処
士
易
・
銑
の
後
、
皮
信
等
文
才
卓
抜
な
る
諸
子
を
輩
出
し
た
。
そ
し
て
宗
氏
に
つ
い
て
は
、
宗
嫡
撰
「
明
倒
論
」
の
一
節
に
よ
る
と
、
遠
祖
に
後
漢
の
九
江
太
守
宋
(
宗
)
期
を
も
ち
、
何
世
代
か
下
っ
た
宗
承
が
江
陵
に
定
住
す
る
。
処
土
宗
痢
の
剤
楚
地
方
の
後
生
に
与
え
た
影
響
は
強
く
、
時
天
下
無
事
、
士
人
並
以
文
義
矯
業
、
嫡
素
高
節
、
諸
子
華
従
皆
好
撃
、
而
態
調
任
気
好
武
、
故
不
震
郷
胸
所
梅
。
と
あ
る
よ
う
に
、
武
を
好
む
怒
を
例
外
と
し
て
、
多
く
は
学
を
好
み
、
宗
夫
等
文
才
あ
る
人
物
が
登
場
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
氏
に
は
処
士
の
有
無
な
ど
い
く
つ
か
の
相
違
点
が
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
。
彼
等
の
歴
史
的
経
過
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
彼
ら
は
後
漢
か
ら
貌
・
西
晋
以
来
の
伝
統
を
有
す
る
中
華
の
高
族
で
あ
り
、
開
発
途
上
で
あ
っ
た
江
陵
と
い
う
地
に
居
住
し
、
東
晋
・
南
朝
で
は
地
方
豪
族
と
し
て
再
出
発
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
彼
ら
は
婚
姻
・
友
人
関
係
を
結
び
、
有
力
者
集
団
を
形
成
す
る
。
ま
た
剤
州
地
方
の
地
勢
を
周
知
し
、
人
心
を
収
撹
し
、
或
い
は
処
士
と
し
て
任
官
せ
ず
地
域
に
生
き
、
子
弟
の
訓
導
に
当
た
る
と
い
う
、
地
域
に
密
着
し
た
行
動
様
式
が
看
取
さ
れ
る
。
彼
ら
は
文
化
・
学
聞
を
保
有
し
て
い
た
の
で
、
武
才
に
よ
っ
て
出
世
を
図
る
人
物
は
稀
で
あ
り
、
多
く
は
自
身
の
文
才
と
「
幹
間
」
(
事
に
当
た
っ
て
処
理
す
る
能
力
)
に
頼
り
つ
つ
、
官
界
に
進
出
す
封
。
梁
武
帝
期
に
成
長
し
た
宗
懐
も
、
懐
少
聴
敏
、
好
讃
書
、
重
夜
不
倦
。
語
瓢
引
古
事
、
郷
里
呼
震
小
児
島
干
封
。
と
評
さ
れ
、
「
一
有
意
の
少
塙
」
と
し
て
学
才
に
よ
っ
て
湘
東
王
に
推
薦
さ
れ
る
と
と
と
な
る
。
以
上
、
諸
研
究
に
多
く
を
負
い
つ
つ
、
宗
懐
の
周
辺
か
ら
、
彼
の
社
会
的
階
層
が
、
地
方
豪
族
的
性
格
を
強
く
有
し
て
い
る
乙
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
宗
懐
の
人
と
な
り
、
特
に
郷
土
と
の
結
び
付
き
の
強
さ
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
先
に
、
宗
・
劉
・
築
・
庚
氏
が
有
力
者
集
団
を
形
成
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
い
つ
い
か
な
る
時
で
も
友
好
関
係
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
各
氏
は
協
調
す
る
反
面
、
対
立
・
抗
争
す
る
面
も
あ
る
の
で
あ
る
。
『
梁
書
』
巻
五
十
三
庚
事
伝
に
、
初
、
(
庚
)
幕
矯
西
楚
望
族
、
早
歴
額
官
、
郷
人
梁
藷
有
幹
用
、
素
興
事
不
平
、
互
相
陵
競
。
謁
事
薄
暗
胤
章
王
媛
、
疑
莞
、
講
仕
不
得
志
、
自
歩
兵
校
尉
求
助
成
蹄
剤
州
、
時
事
矯
州
別
駕
、
盆
忽
菊
。
及
高
祖
践
昨
、
語
以
西
朝
勅
矯
御
史
中
丞
、
華
始
得
曾
稽
行
事
、
既
恥
之
失
。
曾
職
事
微
有
諮
、
高
組
以
謁
其
郷
人
也
、
使
宣
旨
誇
之
、
事
大
憤
、
故
幾
病
卒
。
と
あ
り
、
政
界
で
の
出
世
争
い
に
見
ら
れ
る
、
お
互
い
の
敵
対
心
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
庚
墓
は
、
信
・
季
才
と
は
別
系
統
に
属
す
る
人
物
で
あ
る
。
(
系
図
参
照
。
)
ま
た
、
『
朱
書
』
巻
七
十
六
宗
愁
伝
に
は
、
郷
人
庚
業
、
家
甚
富
豪
、
方
丈
之
膳
、
以
待
賓
客
、
而
態
至
、
設
何
以
菜
悲
粟
飯
、
謂
客
目
、
「
宗
軍
人
、
慣
噸
組
食
。
」
恕
致
飽
而
m
去。
引
と
あ
る
。
武
を
好
み
、
郷
里
で
の
評
判
は
良
く
な
い
宗
愁
を
、
庚
業
う
は
「
宗
軍
人
」
と
呼
ん
で
蔑
ん
で
い
る
。
郷
星
で
の
交
際
時
に
、
相
鄭
手
の
欠
点
を
突
き
、
短
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
楚
で
は
、
次
の
宗
懐
そ
の
人
と
庚
季
才
と
の
意
見
の
不
一
致
は
、
上
聞
と
同
様
に
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
湘
東
王
鰐
(
元
帝
)
が
江
陵
で
懐
即
位
し
た
後
、
都
を
そ
の
ま
ま
江
陵
に
置
く
の
か
、
あ
る
い
は
旧
都
宮
小と
建
康
へ
戻
る
の
か
幕
下
で
意
見
が
割
れ
た
時
、
宗
懐
は
先
頭
に
立
つ
剖
て
江
陵
実
都
を
主
張
し
た
。
鮎
武
陵
之
平
(
五
五
三
)
、
議
者
欲
因
其
舟
艦
遷
都
建
郭
、
宗
懐
-
I
黄
羅
漢
皆
楚
人
、
不
願
移
、
帝
及
胡
償
給
亦
倶
未
欲
動
。
僕
射
殿
王
衰
・
左
戸
尚
書
周
弘
正
康
言
即
楚
非
使
。
宗
懐
及
賢
建
劉
議
以
局
、
「
建
鄭
王
気
己
意
、
且
渚
富
洲
己
満
百
。
」
於
是
乃
留
。
宗
懐
は
江
陵
実
都
論
者
の
急
先
鋒
で
あ
る
が
、
「
楚
人
」
が
全
て
同
7 
意
見
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
朱
買
臣
は
明
確
に
建
康
還
都
を
主
張
し
て
い
却
し
、
次
の
よ
う
に
庚
季
才
も
反
対
で
あ
っ
た
。
(
元
)
帝
亦
頗
明
星
臨
、
因
共
仰
親
、
従
容
謂
季
才
目
、
「
朕
猶
慮
綱
起
粛
糖
、
何
方
可
息
。
」
季
才
目
、
「
頃
天
象
告
愛
、
秦
賂
入
部
、
陛
下
宜
留
重
臣
、
作
鎖
剤
・
快
、
整
締
還
都
、
以
避
其
患
。
仮
令
淘
冠
侵
磨
、
止
失
剤
・
湘
、
在
於
枇
稜
、
可
得
無
慮
。
必
久
停
留
、
恐
非
天
意
也
。
」
帝
初
然
之
、
後
輿
吏
部
尚
書
宗
懐
等
議
、
乃
止
。
見
て
き
た
よ
う
に
、
宗
・
劉
・
柴
・
庚
等
の
江
陵
在
住
の
有
力
諸
氏
は
、
友
好
関
係
を
基
本
的
に
保
ち
つ
つ
、
対
立
で
抗
争
を
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
取
り
敢
え
ず
確
認
で
き
た
。
し
か
し
宗
懐
の
事
例
は
、
単
な
る
対
立
・
抗
争
の
一
事
象
と
し
て
見
過
ご
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
彼
が
江
陵
実
都
を
強
く
主
張
し
た
の
は
、
江
陵
に
対
す
る
愛
着
が
他
の
剤
州
出
身
の
同
僚
に
比
べ
、
ひ
と
き
わ
強
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
前
掲
史
料
中
の
「
渚
宮
の
洲
己
に
百
に
満
つ
」
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
己
れ
は
、
江
陵
県
の
西
方
、
枝
、
江
県
か
ら
上
明
県
に
か
げ
て
広
が
る
沙
洲
の
数
が
、
百
箇
所
に
な
る
と
、
刑
楚
地
方
か
ら
帝
位
に
即
く
者
が
現
れ
る
と
い
う
、
地
元
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
瑞
祥
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
宗
懐
は
、
か
か
る
瑞
祥
を
引
き
合
い
に
出
し
、
江
陵
こ
そ
王
都
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
で
あ
る
と
、
我
が
郷
土
を
称
揚
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
8 
C
C
「
剤
楚
記
』
の
性
格
に
つ
い
て
ま
ず
『
剤
楚
記
』
の
性
格
を
分
析
す
る
前
に
先
行
研
究
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
剤
楚
歳
時
記
」
の
書
誌
学
的
研
究
は
既
に
述
べ
た
守
屋
氏
の
著
作
の
他
に
、
夙
に
和
田
久
徳
氏
の
論
却
が
あ
る
。
和
国
論
文
は
有
益
な
指
摘
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
も
の
の
、
守
屋
氏
の
研
究
に
批
判
的
に
継
承
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
他
に
守
屋
氏
訳
注
、
布
目
潮
瀬
氏
、
中
村
裕
一
氏
補
訂
の
訓
読
注
釈
本
(
『
刑
楚
歳
時
記
』
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
)
や
、
宋
金
龍
氏
、
王
統
策
各
氏
に
よ
る
『
剤
楚
歳
時
記
』
の
注
釈
純
が
あ
る
。
最
も
周
到
で
誤
謬
の
少
な
い
守
屋
氏
の
研
究
成
果
を
ご
く
短
か
く
し
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
宗
懐
の
著
し
た
原
書
は
、
名
を
『
荊
楚
記
』
と
言
い
、
(
先
に
こ
と
さ
ら
に
『
刑
楚
(
歳
時
)
記
』
と
記
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
)
二
十
余
条
の
長
江
流
域
の
年
中
行
事
を
記
し
た
書
で
あ
る
。
書
式
は
本
文
と
注
釈
文
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
階
の
杜
公
檎
が
条
項
と
注
釈
を
増
広
し
、
『
剤
楚
歳
時
記
』
と
改
題
し
た
。
現
行
本
は
社
公
踏
注
釈
本
の
系
統
に
属
す
る
が
、
宗
懐
注
と
杜
公
贈
注
が
混
一
し
て
お
り
、
『
太
平
御
覧
』
所
引
の
社
公
櫓
注
釈
本
の
面
白
を
伝
え
る
記
事
か
ら
、
両
注
を
区
別
で
き
る
場
合
も
あ
る
が
、
か
と
言
っ
て
絶
対
的
に
「
太
平
御
覧
』
に
依
拠
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
ま
た
、
現
行
本
の
中
で
は
明
の
陳
縫
儒
輯
『
質
顔
堂
秘
笈
』
鹿
集
所
収
本
が
最
善
で
あ
る
。
私
も
こ
れ
に
従
う
。
本
節
の
目
的
は
宗
慎
の
『
剤
楚
記
』
の
性
格
を
分
析
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
剤
楚
記
』
の
完
全
な
復
元
は
望
め
な
い
以
上
、
逐
一
宗
慎
文
か
社
公
陪
文
か
を
弁
別
す
る
と
い
う
史
料
批
判
的
作
業
を
経
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
ま
ず
、
宗
懐
書
の
原
型
を
伝
{
M叩
-
え
る
『
玉
燭
賓
典
』
・
日
本
の
惟
宗
公
方
撰
『
本
朝
月
令
』
所
引
文
と
、
現
行
本
と
を
比
較
し
て
、
宗
懐
の
原
文
を
摘
出
し
、
彼
が
行
事
を
実
見
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
(
1
)
五
月
五
日
の
野
遊
び
、
文
の
採
取
。
『
玉
燭
賓
典
』
巻
五
附
説
刑
艶
肌
町
岡
町
品
町
職
百
草
、
採
女
以
為
(
人
)
、
懸
門
戸
之
上
、
以
振
毒
気
。
『
剤
楚
歳
時
記
』
五
月
の
条
〔
本
文
〕
五
月
五
日
、
謂
之
浴
蘭
節
。
四
民
並
煽
百
草
之
戯
、
採
文
以
矯
人
、
懸
門
戸
上
、
以
綾
毒
気
。
(
2
)
醐
慨
を
作
り
、
水
の
災
害
を
避
け
る
。
『
玉
燭
賓
典
』
巻
五
附
説
「
剤
楚
記
』
一
玄
、
「
民
斬
新
竹
笥
為
筒
糠
。
棟
葉
挿
頭
、
五
采
綾
投
江
、
以
為
(
臨
)
幻
厄
。
士
女
或
取
鯨
葉
挿
頭
、
総
統
繋
即
時
、
謂
為
長
命
絵
。
」
『
本
朝
月
令
』
五
月
五
日
節
曾
郭
『
刑
楚
記
』
云
、
「
民
斬
新
竹
街
矯
首
様
、
棟
葉
挿
頭
、
五
線
緩
投
江
、
以
矯
避
火
厄
。
士
女
或
取
練
葉
挿
頭
、
線
総
総
(
綾
ヵ
)
繋
皆
、
謂
箆
長
命
。
」
『
剤
楚
歳
時
記
』
五
月
の
条
〔
本
文
〕
夏
至
節
目
、
食
機
。
〔
一
段
下
げ
注
〕
按
、
周
慮
『
風
土
記
』
謂
局
角
襲
。
仁
川
必
以
新
竹
矯
筒
桜
。
棟
葉
挿
(
頭
)
、
五
線
繋
皆
、
謂
矯
長
命
綾
。
(3)
七
夕
の
乞
巧
の
行
事
『
玉
燭
賓
典
』
巻
七
正
説
z
-
ド
「
刑
楚
記
』
「
南
方
家
結
綾
、
穿
七
孔
針
、
或
金
銀
銭
石
為
針
、
設
問
爪
果
於
中
庭
、
以
乞
巧
。
有
情
子
網
其
爪
上
、
則
以
為
得
。
」
日
『
刑
楚
歳
時
記
』
七
月
七
日
の
条
J
〔
本
文
〕
是
夕
、
人
家
婦
女
結
線
綾
、
穿
七
孔
針
、
或
金
銀
鎗
石
鍋
震
針
、
陳
九
鐙
・
酒
腕
・
瓜
菓
於
庭
中
、
以
乞
巧
。
有
喜
子
網
楚
於
瓜
上
、
則
以
矯
符
感
。
四
(
4
)
年
送
り
年
迎
え
の
行
事
懐
「
玉
燭
賓
典
』
巻
十
二
附
正
説
?
・
ぷ
『
剤
楚
記
』
云
、
「
歳
暮
家
々
具
肴
萩
、
(
中
略
)
謂
宿
歳
儲
、
以
剖
入
新
年
也
。
」
駈
『
剤
楚
歳
時
記
』
寸
二
月
の
条
-
〔
本
文
〕
歳
暮
家
家
具
肴
萩
、
詣
宿
歳
之
位
、
以
迎
新
年
。
古
君
主
町
(
5
)
黍
の
臆
を
作
る
。
『
玉
燭
賀
典
』
巻
十
附
説
『
剤
楚
記
』
云
、
「
朔
日
家
々
為
黍
履
(
下
略
)
。
」
9 
『
剤
楚
歳
時
記
』
十
月
の
条
〔
本
文
〕
十
月
朔
日
、
黍
躍
。
如
上
の
傍
点
の
打
た
れ
た
「
四
民
並
」
・
「
民
」
・
「
人
家
」
・
「
南
方
家
」
・
「
家
家
」
と
い
う
字
句
は
、
『
玉
燭
賀
典
』
所
引
の
『
荊
楚
記
』
中
に
見
出
さ
れ
、
か
つ
現
行
本
で
は
本
文
中
に
あ
る
。
(
2
)
の
よ
う
〔叩】
に
「
人
並
」
の
文
一
言
が
一
段
下
げ
注
の
中
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
注
の
語
句
が
、
『
玉
燭
賀
典
』
及
び
『
本
朝
月
令
』
所
引
の
『
刑
楚
記
」
の
語
句
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
注
自
体
も
ま
た
宗
懐
の
手
に
な
る
と
見
な
し
う
る
。
と
す
れ
ば
、
「
四
民
並
」
な
ど
の
言
葉
は
、
宗
懐
特
有
の
言
い
癖
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
宗
懐
は
士
農
工
商
の
四
民
が
揃
っ
て
参
加
す
る
の
か
、
或
い
は
家
毎
に
行
っ
て
い
る
の
か
を
一
々
区
別
し
て
お
り
、
と
れ
は
行
事
を
実
見
し
、
そ
の
実
見
に
基
付
い
て
『
刻
楚
記
』
を
書
い
た
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
ゆ令。
し
か
し
な
が
ら
、
『
刑
楚
記
」
に
は
、
実
見
の
行
事
の
み
な
ら
ず
、
行
事
の
由
来
等
の
詳
し
い
故
事
、
文
献
の
紹
介
が
さ
れ
て
い
る
。
実
見
し
た
行
事
は
本
文
に
、
か
か
る
書
籍
の
引
用
等
は
注
釈
文
に
と
い
{日】
う
書
式
上
の
原
則
は
、
守
屋
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
問
題
は
、
本
文
と
注
釈
文
と
い
う
重
層
的
な
書
式
を
採
り
、
し
か
も
注
釈
文
に
は
多
数
の
書
籍
を
引
用
す
る
ー
ー
か
か
る
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
た
宗
懐
の
意
図
は
那
辺
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
再
び
個
々
の
史
料
か
ら
宗
懐
の
原
文
を
摘
出
し
、
し
か
る
の
ち
、
彼
の
意
。
図
が
窺
え
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
に
す
る
。
原
文
摘
出
に
は
、
『
太
平
御
覧
』
・
胡
仔
撰
『
哲
渓
漁
隠
叢
話
』
(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
所
引
の
(
正
確
に
言
え
ば
般
有
翼
撰
『
審
苑
雌
黄
』
所
引
の
)
『
荊
楚
歳
時
記
』
を
使
用
す
る
。
『
太
平
御
覧
』
所
引
文
は
、
大
字
に
小
字
分
注
が
付
げ
ら
れ
た
書
式
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
前
者
は
宗
懐
、
後
者
は
社
公
陪
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
守
屋
氏
の
指
摘
に
従
官
。
(
1
)
『
太
平
御
覧
』
巻
二
十
九
元
日
の
条
〔
大
字
〕
又
腕
銭
貫
繋
林
(
杖
カ
)
脚
、
廻
以
投
糞
掃
上
、
云
令
如
願
一
。
〔
大
字
〕
『
録
異
記
』
云
、
「
有
商
人
直
明
者
、
過
彰
津
湖
、
有
車
馬
、
自
稽
青
洪
君
、
要
明
過
、
厚
躍
之
、
問
何
所
演
。
有
人
教
之
、
但
ャ
ム
ヲ
乞
如
願
。
及
問
、
以
此
言
答
之
、
青
洪
君
甚
惜
如
願
、
不
得
以
許
之
、
乃
其
牌
也
。
既
市
送
出
。
自
伝
商
人
或
有
所
求
、
知
願
並
局
即
得
。
後
至
正
旦
、
如
願
起
晩
、
乃
打
如
願
、
如
願
走
入
・【訓》・
糞
中
、
商
人
以
杖
打
糞
掃
、
喚
如
願
、
寛
不
還
也
。
」
此
如
願
遺
事。
〔
小
字
分
注
〕
今
北
人
正
月
十
五
日
夜
、
立
於
奨
掃
漣
、
令
人
執
杖
打
糞
堆
上
、
云
以
治
腰
痛
。
意
者
亦
矯
如
願
故
事
耳
。
(2)
『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
正
月
十
五
日
の
条
〔
大
字
〕
『
荊
楚
歳
時
記
』
日
、
「
正
月
十
五
日
、
作
豆
腰
、
加
油
停
其
上
、
以
洞
門
戸
。
」
〔
大
字
〕
『
費
諮
記
』
目
、
「
正
月
半
、
有
神
降
陳
氏
之
宅
、
云
、
『
是
鐙
室
、
若
能
見
祭
、
嘗
令
窓
桑
百
倍
。
』
」
疑
非
其
事
。
祭
門
、
備
之
七
調
。
今
州
里
風
俗
、
望
日
洞
門
。
其
法
先
以
楊
枝
挿
門
而
祭
之
。
〔
小
字
分
注
〕
『
費
諮
記
』
回
、
「
呉
鯨
張
成
見
一
婦
人
立
宅
東
南
角
、
謂
成
田
、
『
此
地
是
君
癒
室
、
我
即
地
神
失
。
正
月
半
日
、
可
作
白
粥
、
泥
膏
於
上
、
以
祭
之
、
首
令
君
家
蚕
桑
百
倍
。
』
雪
一
回
詑
而
去
。
(
下
略
)
(
3
)
「
者
渓
漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
七
『
欝
苑
雌
黄
』
云
、
「
『
刑
楚
歳
時
記
』
目
、
『
七
月
七
日
、
世
謂
織
女
牽
牛
衆
曾
之
日
。
青
侍
玄
「
擬
天
間
」
云
、
《
七
月
七
日
、
織
女
牽
牛
舎
天
河
。
V
此
則
其
事
。
社
公
糟
注
云
、
内
此
出
於
流
俗
小
説
、
尋
之
経
史
、
未
有
典
擦
。
ど
(
下
略
)
疑
わ
し
い
史
料
は
採
り
上
げ
な
か
っ
た
の
で
三
例
と
少
な
い
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
も
十
分
に
宗
懐
の
意
図
は
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る。
(
l
)
は
、
銭
さ
し
を
杖
に
結
び
付
け
、
ゴ
ミ
た
め
に
投
げ
込
む
と
い
う
元
旦
の
行
事
を
記
し
た
後
、
『
録
異
記
』
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
宗
懐
が
「
此
れ
如
願
の
遣
事
な
り
」
と
コ
メ
ン
ト
を
付
け
、
行
事
の
由
来
が
『
録
異
記
』
に
み
ら
れ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
字
分
注
は
杜
公
鳴
の
文
。
華
北
地
方
で
の
行
事
を
紹
介
し
、
ヲ
」
れ
も
ま
た
如
願
の
故
事
に
基
づ
く
の
だ
と
、
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。
(
2
)
は
油
を
泥
ベ
た
豆
粥
を
作
っ
て
門
戸
を
祭
る
と
い
う
正
月
十
五
日
の
行
事
を
記
し
た
後
、
『
費
譜
記
』
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
宗
懐
が
「
疑
う
ら
く
は
其
の
事
に
非
ざ
ら
ん
」
と
、
コ
メ
ン
ト
を
付
け
、
『
膏
諮
記
』
の
話
は
、
門
戸
を
祭
る
行
事
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。
続
げ
て
社
公
陪
が
『
費
諮
記
」
を
よ
り
詳
し
く
引
用
し
て
い
る
。
(3)
は
七
夕
の
牽
牛
織
女
交
会
の
信
仰
を
記
し
た
後
、
侍
玄
の
同
「
擬
天
間
」
の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
じ
く
宗
懐
が
「
此
m
れ
則
ち
其
の
事
な
り
」
と
コ
メ
ン
ト
を
付
け
、
「
擬
天
間
」
の
一
句
は
、
剖
牽
牛
織
女
交
会
の
事
を
記
し
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
後
文
は
「
杜
J
公
陪
注
云
」
と
あ
る
か
ら
、
社
公
櫓
の
注
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
史
樹
料
は
守
屋
氏
未
見
で
あ
る
。
楚
以
上
か
ら
、
行
事
を
記
し
た
後
、
書
籍
を
引
用
し
、
行
事
と
の
関
問
団
連
の
有
無
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
つ
ま
り
宗
懐
は
、
本
懐
文
で
は
実
見
し
た
行
事
を
記
し
、
注
に
お
い
て
は
行
事
に
関
す
る
記
U
事
を
引
用
し
て
、
行
事
の
傍
証
と
し
た
。
彼
が
本
文
と
注
と
い
う
重
司
層
的
書
式
を
採
り
、
し
か
も
注
釈
文
に
多
く
の
書
籍
を
引
用
し
た
意
雪
国院
図
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
断
定
す
る
。
f
で
は
、
そ
の
注
釈
に
は
如
何
な
る
書
籍
が
引
用
さ
れ
て
い
た
の
で
鵬
あ
ろ
う
か
。
先
に
確
認
し
た
の
は
、
「
録
異
富
・
言
語
記
』
・
「
擬
天
問
」
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
引
用
書
の
全
貌
は
窺
う
べ
く
も
な
I
い
。
よ
っ
て
端
的
な
例
を
取
り
上
げ
、
推
測
す
る
よ
り
他
は
な
い
。
『
苔
渓
漁
隠
叢
話
』
後
集
巻
七
に
、
又
『
歳
時
記
』
一
言
、
「
緯
書
云
、
『
牽
牛
喪
織
女
、
取
天
帝
ニ
高
銭
、
下
躍
、
久
不
還
、
被
騒
在
管
室
。
』
言
臨
時
不
経
、
有
足
矯
怪
。
」
と
あ
る
が
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
緯
書
に
、
牽
牛
が
織
女
を
要
っ
た
際
、
織
女
の
父
た
る
天
帝
に
結
納
鋸
二
万
銭
を
納
め
な
か
っ
た
ば
か
り
に
、
遠
く
営
室
(
今
の
ペ
ガ
ス
ス
座
)
に
追
い
立
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
の
を
引
用
し
て
、
そ
の
後
に
、
「
内
容
は
道
理
に
希
っ
て
い
る
が
、
怪
と
す
る
に
十
分
で
あ
る
。
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
コ
メ
ン
ト
は
、
『
太
平
御
覧
』
の
引
用
文
で
は
大
告
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
宗
懐
自
身
の
コ
メ
ン
ト
と
判
断
で
き
る
。
よ
っ
て
、
か
か
る
「
怪
誕
」
な
内
容
を
有
す
る
緯
書
を
引
用
し
た
者
は
、
宗
懐
で
あ
る
。
「
怪
」
な
内
容
に
価
値
を
認
め
引
用
し
た
目
的
は
、
注
釈
に
、
行
事
に
関
す
る
様
々
な
記
事
を
集
め
、
内
容
豊
か
に
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
に
、
書
籍
を
引
用
す
る
の
は
、
行
事
の
傍
証
と
す
る
た
め
だ
と
述
べ
た
が
、
こ
の
内
容
で
は
、
傍
証
た
り
え
な
い
。
し
か
ら
ば
、
単
に
そ
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
注
釈
の
内
容
を
豊
富
な
ら
し
め
ん
と
す
る
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
考
え
を
補
強
す
る
記
載
を
挙
げ
よ
う
。
晃
公
武
撲
『
郡
努
讃
書
一
部
』
(
術
本
)
巻
十
二
農
家
類
に
、
荊
楚
歳
時
記
四
巻
右
梁
宗
懐
撰
。
其
序
云
、
「
侍
玄
之
「
朝
曾
」
、
社
篤
之
「
上
巳
」
、
12 
安
仁
「
秋
興
」
之
銭
、
君
道
「
娯
婚
」
之
述
、
其
腐
僻
則
己
治
、
其
比
事
則
未
弘
。
其
率
矯
小
記
、
以
録
刑
楚
歳
時
。
自
元
日
至
除
夕
、
凡
二
十
飴
事
。
」
と
あ
る
。
守
屋
氏
に
従
ぃ
、
私
も
こ
れ
を
宗
燥
の
自
序
と
見
な
持
。
こ
こ
に
は
彼
の
『
剤
楚
記
』
の
著
述
動
機
と
目
的
が
最
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
停
玄
・
杜
篤
・
潜
岳
・
稽
含
の
歳
時
行
事
を
テ
!
?
と
し
た
賦
は
、
文
辞
に
つ
い
て
は
十
分
で
は
あ
る
が
、
「
比
範
」
即
ち
行
事
に
関
連
す
る
叙
述
(
事
柄
)
を
集
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
『
剤
楚
記
』
を
著
し
、
剤
楚
地
方
の
歳
時
行
事
を
記
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
行
事
に
関
わ
る
叙
述
(
事
柄
)
を
博
く
集
め
る
の
だ
ー
ー
か
か
る
意
図
が
、
は
っ
き
り
読
み
取
れ
る
。
で
は
な
ぜ
か
く
為
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
次
の
吉
川
忠
夫
氏
の
指
摘
は
、
こ
の
聞
い
に
対
す
る
重
要
な
示
唆
を
は
ら
ん
で
い
る
。吉
川
氏
は
、
南
朝
野
梁
朝
期
の
知
識
人
に
は
博
く
書
籍
を
参
覧
し
、
知
識
の
該
博
さ
を
競
う
傾
向
が
よ
く
見
ら
れ
、
ま
た
江
南
の
『
漢
書
』
注
の
特
色
の
一
つ
は
、
異
聞
を
集
め
る
ζ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
か
か
る
精
神
的
風
土
か
ら
産
ま
れ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
封
。
梁
代
に
生
き
た
宗
懐
も
、
か
か
る
時
代
の
精
神
的
潮
流
を
共
有
し
て
い
た
。
第
一
節
で
、
彼
の
若
き
日
の
逸
話
に
「
読
書
を
好
み
、
昼
夜
倦
ま
ず
。
雷
同
た
ち
ま
な
づ
よ
れ
ば
瓢
ち
古
事
を
引
き
、
郷
里
呼
げ
て
小
児
学
士
と
為
ん
だ
。
」
と
あ
っ
た
と
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
懐
は
『
刑
楚
記
』
に
多
数
の
書
籍
の
引
用
を
し
、
自
身
の
該
博
な
知
識
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
注
釈
を
設
げ
、
書
籍
を
引
用
し
た
意
図
は
こ
こ
に
も
存
す
る
。
以
上
、
断
片
的
な
記
述
か
ら
、
『
剤
楚
記
』
の
書
式
に
込
め
ら
れ
た
宗
懐
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
考
察
に
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
「
剤
楚
記
』
と
『
風
土
記
』
は
偶
然
と
は
言
い
難
い
幾
つ
か
の
類
似
点
が
あ
り
、
や
は
り
前
者
が
後
者
を
模
範
・
継
承
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
推
定
す
る
と
、
『
剤
楚
記
』
は
『
風
土
記
』
と
同
じ
く
、
地
理
書
と
し
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
定
さ
れ
る
が
、
如
何
せ
ん
論
拠
が
見
い
だ
せ
な
い
。
書
目
史
料
に
は
、
『
荊
楚
歳
時
記
』
は
著
録
さ
れ
て
い
て
も
、
『
刑
楚
記
』
は
な
い
。
か
つ
『
刑
楚
歳
時
記
』
も
、
書
目
に
よ
っ
て
分
類
が
区
々
で
あ
り
、
参
考
に
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
仮
説
と
し
て
提
示
す
る
に
と
ど
め
、
大
方
の
叱
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
第
二
章
を
ま
と
め
よ
う
。
西
晋
末
期
の
混
乱
を
経
て
江
陵
に
移
住
し
、
地
方
豪
族
と
し
て
再
出
発
し
た
宗
氏
は
、
八
世
代
下
っ
た
宗
懐
の
頃
に
は
、
学
才
と
幹
局
に
よ
っ
て
官
界
に
進
出
し
う
る
だ
け
の
族
的
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
彼
は
「
剤
楚
記
』
を
著
し
郷
里
江
陵
で
見
慣
れ
て
い
た
歳
時
行
事
を
記
し
、
あ
わ
せ
て
多
数
の
書
籍
を
引
用
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
行
事
の
傍
証
と
し
、
記
述
を
豊
富
に
し
、
自
分
の
該
博
な
知
識
を
誇
示
す
る
己
と
で
あ
る
。
【
ω)
彼
が
い
つ
頃
こ
の
書
を
著
し
た
か
定
か
で
は
な
い
。
梁
武
帝
期
の
平
穏
な
時
代
を
生
き
、
人
生
の
終
盤
に
侯
景
の
乱
、
江
陵
の
陥
没
、
北
朝
へ
の
位
致
と
い
う
経
験
を
し
た
彼
の
生
涯
に
思
い
を
致
す
と
、
江
陵
実
都
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
江
陵
の
陥
没
を
招
い
て
し
ま
っ
た
と
い
う
悔
恨
と
自
責
の
念
を
抱
き
つ
つ
、
遠
く
異
郷
の
地
に
お
い
て
、
郷
里
の
昔
日
を
偲
び
、
も
う
二
度
と
戻
っ
て
は
こ
な
い
日
常
を
記
し
留
め
ん
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
てしつに白
歳
時
行
事
を
記
し
た
書
で
あ
る
周
廃
撰
『
風
土
記
』
と
宗
懐
撰
『
刑
ヨ一ロ)
楚
記
』
に
つ
い
て
、
そ
の
著
者
の
人
と
な
り
と
、
書
式
と
内
容
か
ら
柵
著
者
の
意
図
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
両
者
に
は
い
く
つ
か
楚
の
相
違
点
は
あ
る
も
の
の
、
著
者
が
郷
里
を
愛
し
、
行
事
を
実
見
し
開
て
い
た
点
、
自
身
の
見
聞
・
知
識
を
で
き
る
だ
け
多
く
盛
り
込
も
う
懐
と
し
た
点
な
ど
が
共
通
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
点
目
に
つ
い
O
F
 
と
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た
彼
ら
豪
族
た
ち
の
郷
土
主
義
と
も
い
う
べ
剖
き
貌
晋
南
北
朝
期
の
歴
史
状
況
に
沿
う
も
の
と
理
解
で
き
る
。
院
最
後
に
、
上
述
の
ニ
書
と
は
少
し
く
性
格
を
異
に
し
、
本
論
文
で
J
は
敢
え
て
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
『
玉
燭
賀
典
」
に
つ
い
て
や
、
歳
即
時
行
事
そ
の
も
の
を
扱
っ
た
考
察
は
、
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
、
今
3
後
に
期
し
た
く
思
う
。
お
わ
り
に
、主(l
)
池
田
温
「
中
国
古
代
に
お
け
る
重
数
節
目
の
成
立
」
(
『
中
園
古
代
史
研
究
』
第
六
、
一
九
八
九
年
)
に
よ
る
と
、
一
ニ
月
三
日
等
の
重
数
節
目
の
成
立
時
期
を
「
漢
帝
国
の
崩
壊
か
ら
三
国
分
立
の
時
代
」
(
三
占
ハ
頁
)
と
し
て
い
る
。
勿
論
池
田
氏
は
、
こ
の
時
期
を
一
貫
し
て
古
代
と
規
定
し
て
お
ら
れ
る
。
(2)
『
日
中
文
化
研
究
』
日
号
年
中
行
事
と
祭
記
特
集
(
一
九
九
八
年
)
、
馬
興
国
著
・
王
敏
訳
「
歳
時
節
目
の
民
俗
」
(
『
日
中
文
化
交
流
史
叢
書
』
第
5
巻
民
俗
、
一
九
九
八
年
)
、
『
月
刊
し
に
か
ご
九
九
九
年
一
月
号
ア
ジ
ア
の
お
正
月
特
集
、
丸
山
裕
美
子
「
唐
と
日
本
の
年
中
行
事
」
(
『
古
代
を
考
え
る
唐
と
日
本
』
一
九
九
二
年
」
)
、
劉
暁
峰
「
寒
食
不
入
日
本
考
|
|
日
本
に
お
け
る
中
国
古
代
年
中
行
事
の
受
容
の
一
考
察
|
|
」
(
『
富
山
大
皐
大
事
院
人
文
科
学
研
究
科
論
集
』
第
三
集
、
一
九
九
五
年
)
な
ど
。
(3)
行
事
に
つ
い
て
最
も
包
括
的
な
研
究
が
、
中
村
喬
氏
の
『
中
国
歳
時
史
の
研
究
』
(
朋
友
寄
居
、
一
九
九
三
年
)
に
代
表
さ
れ
る
一
連
の
研
究
で
あ
る
。
(
4
)
陰
陽
五
行
説
信
奉
と
関
わ
ら
せ
て
験
日
の
歴
史
的
変
遷
を
論
じ
た
研
究
と
し
て
、
夏
日
新
氏
の
『
臓
目
的
演
嬰
』
(
『
文
化
』
第
五
十
七
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
一
九
九
四
年
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
(5)
生
没
年
に
つ
い
て
は
守
屋
前
掲
書
二
五
頁
以
下
を
参
照
。
(6)
『
中
国
の
歴
史
』
第
3
巻
貌
晋
南
北
朝
(
講
談
社
、
一
九
七
四
年
二
七
二
頁
以
下
参
照
。
(7)
『
玉
燭
賀
典
』
は
、
尊
経
閣
文
庫
旧
写
本
複
製
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
、
適
宜
、
古
逸
叢
書
本
を
参
照
し
た
。
ま
た
石
川
三
佐
男
氏
の
訓
読
注
釈
14 
本
『
玉
燭
宝
典
』
(
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
八
年
)
も
参
考
に
し
た
。
な
お
、
文
義
が
取
り
難
い
た
め
、
文
字
を
改
め
た
所
が
あ
る
。
(8)
同
じ
よ
う
な
作
り
方
が
日
本
の
鹿
児
島
県
で
行
わ
れ
て
い
る
。
(
『
聞
き
書
き
鹿
児
島
の
食
事
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
一
九
八
九
年
、
一
六
四
頁
参
照
)
周
躍
の
観
察
の
正
確
さ
と
、
鹿
児
島
と
江
南
文
化
の
関
連
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(9)
守
屋
前
掲
書
三
八
頁
参
照
。
(
叩
)
浦
起
龍
は
「
風
土
」
と
し
て
い
る
が
、
な
お
原
文
に
従
っ
て
お
く
。
テ
キ
ス
ト
は
『
史
通
通
稗
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
年
)
を
使
用
し
た
。
(
日
)
『
風
土
記
』
が
本
文
と
注
釈
文
と
に
分
凶
り
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
守
屋
氏
前
掲
書
三
九
頁
参
照
。
(
ロ
)
文
言
美
辞
に
つ
い
て
は
、
『
史
通
新
校
注
』
(
趨
呂
甫
校
注
、
重
慶
出
版
社
、
一
九
九
O
年
)
に
議
論
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
(
日
)
『
北
堂
書
紗
』
巻
一
百
五
十
五
に
散
見
さ
れ
る
。
(
比
)
テ
キ
ス
ト
は
『
水
経
注
疏
』
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
)
を
使
用
し
た
。
(
日
)
『
階
書
」
巻
三
十
三
経
籍
志
の
地
理
書
の
部
に
雨
書
は
著
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
正
史
は
全
て
中
華
書
局
標
点
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
た
。
(
日
)
テ
キ
ス
ト
は
天
一
閣
旧
蔵
紗
本
を
影
印
し
た
四
庫
全
書
存
目
叢
書
本
を
使
用
し
た
。
(
げ
)
守
屋
前
掲
書
五
O
頁
以
下
参
照
。
(
問
)
「
梁
の
元
帝
集
団
と
剤
州
政
権
|
|
「
隠
府
府
佐
」
再
論
|
|
」
(
『
集
刊
東
洋
型
』
第
五
十
六
号
、
一
九
八
六
年
)
(
悶
)
「
周
書
』
巻
四
十
二
宗
懐
伝
に
、
及
梁
元
帝
銀
剤
州
、
謂
長
史
劉
之
遁
目
、
「
貴
郷
多
士
、
民
奉
一
有
意
少
年
。
」
之
溢
以
懐
臆
命
。
な
お
、
こ
の
酔
召
は
湘
東
王
前
期
剤
州
期
に
行
わ
れ
た
。
石
井
前
掲
論
文
参
照
。
(
初
)
処
士
に
つ
い
て
は
都
築
晶
子
(
「
「
逸
民
的
人
士
」
小
論
」
(
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
三
十
周
年
記
念
論
集
』
、
一
九
七
九
年
)
、
同
氏
「
後
漢
後
半
期
の
処
士
に
関
す
る
一
考
察
」
(
『
琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要
史
学
・
地
理
学
篇
』
第
二
十
六
号
、
一
九
八
三
年
)
な
ど
を
参
照
。
ま
た
劉
札
に
つ
い
て
は
撫
尾
正
信
「
南
費
の
隠
士
劉
札
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
佐
賀
龍
谷
学
会
紀
要
』
第
九
・
十
合
巻
号
、
一
九
六
二
年
)
を
参
照
。
(
幻
)
『
南
膏
書
』
巻
五
十
四
宗
測
伝
に
、
測
送
弟
喪
還
西
、
白
留
奮
宅
永
業
寺
、
絶
賓
友
、
唯
輿
同
志
庚
易
・
劉
刺
・
宗
人
尚
之
等
往
来
諸
説
。
と
あ
る
。
ま
た
梁
大
通
三
年
(
五
二
九
)
に
劉
札
の
詮
(
私
詮
か
?
)
を
決
め
る
際
に
、
庚
読
も
議
論
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
(
『
康
弘
明
集
」
巻
十
九
「
輿
剤
州
隠
士
劉
此
書
」
参
照
)
か
ら
、
劉
此
と
庚
説
と
は
交
際
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
輿
剤
州
隠
士
劉
札
書
」
の
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
撫
尾
前
掲
論
文
八
八
頁
参
照
。
(
勾
)
『
梁
書
』
巻
十
九
祭
謁
伝
に
、
議
妨
適
徴
士
同
郡
劉
札
、
亦
明
識
有
趨
訓
。
と
あ
る
。
(
お
)
同
伝
に
、
男
薙
州
刺
史
宗
態
、
(
下
略
)
と
あ
る
。
ま
た
宗
態
に
つ
い
て
は
、
宋
の
陳
思
纂
次
『
質
刻
世
田
編
』
巻
周慮『風土記』と宗懐『弗j楚(歳時)記』について
十
五
(
石
刻
史
料
新
編
本
)
所
引
北
宋
欧
陽
業
撰
『
集
古
録
目
』
に
、
「
宋
宗
怒
母
劉
夫
人
墓
誌
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
墓
誌
本
文
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
題
名
に
よ
り
宗
懸
の
母
が
劉
氏
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
劉
氏
の
本
買
は
不
詳
。
ち
な
み
に
、
欧
陽
傍
撰
『
集
古
録
政
尾
』
(
四
部
叢
刊
本
)
巻
四
「
宋
宗
怒
母
夫
人
基
誌
」
に
は
、
有
誌
無
銘
。
其
後
云
、
「
謹
牒
子
孫
男
女
次
第
名
位
婚
嫁
知
左
。
」
蓋
一
時
之
制
也
。
と
あ
り
、
も
し
こ
の
墓
誌
が
現
存
し
て
い
れ
ば
、
よ
り
詳
し
い
宗
氏
の
系
図
が
作
成
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
(M)
新
野
県
は
も
と
南
陽
郡
に
属
し
て
い
た
。
「
朱
書
』
巻
三
十
七
参
照
。
(
お
)
後
掲
『
梁
書
』
巻
五
十
三
庚
事
伝
参
照
。
ま
た
安
田
二
郎
「
南
朝
の
皇
帝
と
貴
族
と
豪
族
・
土
豪
層
|
|
梁
武
帝
の
革
命
を
手
が
か
り
に
|
|
」
(
「
中
園
中
世
史
研
究
|
|
六
朝
惰
唐
の
社
会
と
文
化
|
i』
一
九
七
O
年
三
二
六
頁
参
照
。
ま
た
、
劉
敬
叔
撰
「
異
苑
』
(
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
)
巻
六
に
は
、
菅
新
野
庚
紹
之
字
道
謡
、
奥
南
陽
宋
協
中
表
之
親
、
(
下
略
)
と
あ
り
、
こ
れ
を
信
ず
れ
ば
庚
氏
と
宗
氏
と
の
聞
に
も
婚
姻
関
係
が
あ
っ
た
。
か
か
る
身
分
的
内
婚
制
に
つ
い
て
は
、
仁
井
田
陸
『
中
園
法
制
史
研
究
』
奴
隷
農
奴
法
・
家
族
村
落
法
(
東
京
大
串
出
版
曾
、
一
九
六
二
年
)
第
九
章
「
六
朝
お
よ
び
唐
初
の
身
分
的
内
婚
制
」
(
初
出
一
九
三
九
年
)
と
中
村
圭
爾
『
六
朝
貴
族
制
研
究
』
(
風
間
書
房
、
一
九
八
七
年
)
第
三
篇
第
三
章
「
婚
姻
か
ら
み
た
階
層
と
官
僚
身
分
」
(
初
出
一
九
八
O
年
)
参
照
。
(
お
)
珠
章
王
疑
に
つ
い
て
は
、
川
合
安
「
『
南
斉
書
』
予
章
文
献
主
伝
訳
注
」
(
『
史
朋
』
第
二
十
九
号
、
一
九
九
六
年
)
に
詳
し
い
。
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(
幻
)
宮
崎
市
定
氏
に
よ
れ
ば
、
皇
弟
皇
子
園
常
侍
・
奉
朝
諸
起
家
は
、
秘
書
郎
・
著
作
佐
郎
よ
り
も
格
が
ず
っ
と
落
ち
、
上
州
主
簿
(
『
適
典
』
巻
三
十
七
梁
官
品
表
の
第
二
班
第
十
一
位
、
皇
弟
皇
子
剤
・
江
・
獲
・
部
・
南
菟
五
州
主
簿
に
当
た
る
か
)
は
更
に
下
る
と
吾
一
守
つ
。
『
九
品
宮
人
法
の
研
究
科
翠
前
史
l
』
(
東
洋
史
研
究
舎
、
一
九
五
六
年
、
の
ち
『
宮
崎
市
定
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
庄
、
一
九
九
二
年
)
第
二
編
第
四
掌
四
、
起
家
の
官
参
照
。
(
犯
)
「
梁
書
』
巻
四
十
九
庚
於
陵
伝
(
却
)
『
梁
書
』
巻
十
九
宗
夫
伝
に
、
義
師
起
、
遷
西
中
郎
諮
議
参
軍
、
別
駕
如
故
。
時
西
土
位
望
、
惟
夫
奥
同
郡
禦
謁
・
劉
坦
矯
州
入
所
推
信
、
故
領
軍
将
軍
粛
穎
胃
深
相
委
伎
、
毎
事
務
滞
。
と
あ
る
。
ま
た
注
(
お
)
安
田
論
文
も
参
照
。
(
初
)
劉
湛
が
彰
城
主
義
康
の
廃
瓢
事
件
に
か
ら
ん
で
抹
殺
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
安
田
二
郎
「
元
嘉
時
代
史
へ
の
一
つ
の
試
み
|
劉
義
康
と
劉
勧
の
事
件
を
手
が
か
り
に
」
(
『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
第
二
号
、
一
九
七
三
年
)
参
照
。
ま
た
、
義
康
事
件
に
つ
い
て
は
、
文
帝
親
政
前
史
と
し
て
川
合
安
氏
も
触
れ
て
お
ら
れ
る
。
(
「
元
嘉
時
代
後
半
の
文
帝
親
政
に
つ
い
て
i
l南
朝
皇
帝
権
力
と
寒
門
・
寒
人
|
1」
「
集
刊
東
洋
星
第
四
十
九
号
、
一
九
八
三
年
)
参
照
。
(
幻
)
庚
氏
に
つ
い
て
は
、
石
田
徳
行
「
東
晋
・
荊
江
軍
閥
の
形
成
過
程
ー
頴
川
庚
氏
の
場
合
|
」
(
『
軍
事
史
学
』
第
九
巻
第
三
号
、
一
九
七
一
一
一
年
)
や
、
多
国
猫
介
「
貌
育
代
の
頴
川
庚
氏
に
つ
い
て
」
(
『
史
州
』
第
十
六
号
、
一
九
七
五
年
)
に
頴
川
部
陵
の
康
氏
と
の
関
わ
り
で
言
及
が
あ
り
、
両
氏
と
も
、
新
野
は
頴
川
か
ら
の
分
校
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
16 
る
。
ま
た
中
国
文
学
の
研
究
者
も
、
穎
川
と
の
関
係
如
何
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る
。
管
見
で
は
清
水
凱
夫
「
康
信
小
伝
」
(
『
立
命
館
文
皐
』
第
三
四
三
・
三
四
四
・
三
四
五
合
併
号
、
一
九
七
四
年
)
に
よ
る
と
、
庚
信
は
頴
川
の
庚
亮
を
、
自
ら
の
宗
族
と
す
る
意
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
よ
う
だ
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
矢
嶋
美
都
子
「
新
野
の
庚
氏
と
穎
川
の
庚
氏
に
つ
い
て
1
1
1
庚
信
の
「
我
之
掌
庚
承
周
」
(
「
哀
江
南
賦
」
)
の
考
察
を
中
心
に
|
|
」
『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
十
七
号
、
一
九
九
八
年
)
に
よ
る
と
、
庚
信
に
は
穎
川
の
庚
氏
と
は
一
線
を
画
す
る
気
持
ち
、
つ
ま
り
新
野
の
庚
氏
と
し
て
先
祖
を
誇
る
気
持
ち
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
(
詑
)
『
惰
書
』
巻
七
十
八
庚
季
才
伝
に
、
八
世
組
酒
、
随
菅
元
帝
過
江
、
官
至
散
騎
常
侍
、
封
遂
昌
侯
、
因
家
子
南
郡
江
陵
豚
。
と
あ
る
。
(
お
)
「
明
僻
論
」
(
「
弘
明
集
』
巻
二
所
収
)
に
、
魯
陽
・
取
恭
・
遠
祖
九
江
、
所
以
能
廻
日
飛
泉
、
虫
虎
避
徳
者
、
皆
以
列
誠
動
乎
。
と
あ
る
(
高
麗
蔵
版
二
十
一
葉
裏
)
。
宋
均
に
つ
い
て
は
『
後
漢
書
」
列
伝
巻
三
十
一
参
照
。
(
鈍
)
『
周
書
』
巻
四
十
二
宗
懐
伝
に
、
八
骨
組
承
、
永
嘉
之
乱
、
討
陳
敏
有
功
、
封
柴
桑
聯
侯
、
除
宜
都
郡
守
。
尋
卒
官
、
子
孫
因
居
江
陵
。
(
お
)
『
宋
書
」
巻
七
十
六
宗
怒
伝
。
惑
の
叔
父
で
あ
る
嫡
に
つ
い
て
は
、
木
全
徳
雄
「
慧
遠
と
宗
病
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
社
曾
思
想
史
的
考
察
」
(
『
慧
遠
研
究
』
研
究
繍
、
一
九
六
二
年
)
、
畑
野
武
司
「
宗
嫡
「
画
山
水
序
」
の
特
質
」
(
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
七
号
、
参
照
。
(
お
)
宗
夫
は
「
局
幹
」
(
『
梁
書
』
巻
十
九
同
伝
)
、
劉
坦
は
「
幹
済
」
(
『
梁
書
』
巻
十
九
同
伝
)
、
柴
謡
は
「
幹
用
」
(
十
二
頁
『
梁
書
』
巻
五
十
一
一
一
庚
華
伝
参
照
)
、
康
彦
達
は
「
幹
局
」
(
「
宋
書
」
巻
八
十
四
孔
競
伝
)
、
そ
し
て
宗
懐
も
「
幹
局
」
(
『
周
書
』
巻
四
十
二
同
伝
史
臣
日
)
と
評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
劉
湛
の
同
宗
で
湛
と
共
に
抹
殺
さ
れ
た
劉
斌
は
「
有
渉
俗
才
用
」
(
「
宋
書
』
巻
六
十
八
彰
城
王
義
康
伝
)
と
あ
り
、
「
俗
」
と
い
う
文
字
が
使
わ
れ
て
お
り
、
上
に
列
挙
し
た
諸
人
と
違
い
、
悪
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
(
幻
)
こ
の
歴
史
的
経
過
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
安
田
二
郎
「
粛
道
成
の
革
命
軍
団
|
准
陰
時
代
を
中
心
に
1
」
(
『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
』
(
一
般
教
養
編
)
第
二
十
一
号
、
一
九
七
O
年
)
の
地
方
豪
族
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
の
論
証
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
(
お
)
『
周
書
』
巻
四
十
二
宗
懐
伝
(
鈎
)
『
南
史
』
巻
八
梁
本
紀
下
(ω)
『
太
平
御
覧
』
巻
一
百
五
十
六
所
引
『
三
国
典
略
』
に
、
(
前
略
)
武
昌
太
守
朱
貿
巨
人
勘
梁
主
云
、
「
建
業
奮
都
、
盤
陵
猶
在
、
剤
鋲
泡
湿
、
非
王
者
宅
、
願
陛
下
弗
疑
致
後
悔
也
。
臣
家
在
刑
州
、
量
不
願
陛
下
住
、
但
恐
是
臣
冨
貴
、
非
陛
下
富
貴
耳
。
」
(
下
略
)
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
朱
買
臣
は
荊
州
出
身
と
推
断
で
き
る
が
、
建
康
遷
都
を
主
張
し
て
い
る
。
な
お
『
一
ニ
図
典
略
』
に
つ
い
て
は
、
社
徳
橋
・
趨
超
輯
校
『
三
園
典
略
輯
校
」
(
東
大
図
書
公
司
、
一
九
九
八
年
)
参
照
。
一
九
六
八
年
)
と宗懐『剃楚(歳時)記Jについて
(
H
U
)
元
帝
が
天
文
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
は
、
『
欝
文
類
衆
』
(
中
文
出
版
社
本
)
巻
七
十
五
卜
盤
の
条
所
引
梁
元
帝
『
洞
林
』
序
に
、
余
幼
息
子
星
文
、
多
歴
歳
稔
、
海
中
之
書
、
略
皆
尋
究
、
基
成
之
説
、
偏
得
研
求
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。
ま
た
庚
季
才
も
「
天
宮
を
以
っ
て
称
せ
ら
る
」
と
あ
り
天
文
の
知
識
に
通
じ
て
い
た
と
さ
れ
(
『
周
書
』
巻
四
十
七
欝
術
伝
序
て
そ
の
著
書
『
霊
蓋
秘
苑
』
(
四
庫
全
書
所
収
)
は
、
占
候
に
つ
い
て
の
書
で
あ
る
。
(
位
)
「
陪
書
』
巻
七
十
八
庚
季
才
伝
(
川
町
)
「
南
史
』
巻
八
梁
本
紀
下
に
、
又
江
陵
先
有
九
十
九
洲
、
古
老
相
承
一
E
、
「
洲
浦
吉
、
嘗
出
天
子
。
」
(
中
略
)
太
清
末
、
枝
江
楊
之
閣
浦
復
生
一
洲
、
翠
公
上
疏
稽
慶
、
明
年
而
帝
即
位
。
と
あ
る
。
ま
た
『
水
経
注
』
巻
三
十
四
江
水
所
引
盛
弘
之
固
に
、
自
(
枝
江
)
線
西
至
上
明
東
及
江
津
、
其
中
有
九
十
九
洲
。
楚
諺
云
、
「
洲
不
百
、
故
不
出
王
者
。
」
と
あ
る
。
(M)
「
「
剤
楚
歳
時
記
」
に
つ
い
て
」
(
『
東
亜
論
議
』
第
五
輯
、
一
九
四
一
年
)
(
必
)
宋
金
龍
校
注
『
剤
楚
歳
時
記
』
(
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
三
玉
続
築
著
『
剤
楚
歳
時
記
校
注
」
(
文
津
出
版
社
、
一
九
八
八
年
)
(
必
)
『
玉
燭
賀
典
』
と
『
本
朝
月
令
』
の
引
用
文
が
、
宗
懐
書
の
原
形
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
守
屋
前
掲
書
七
二
頁
参
照
。
(U)
守
屋
氏
は
宗
懐
の
文
と
し
て
い
る
(
三
五
二
頁
)
。
こ
れ
に
従
う
。
(
必
)
守
屋
氏
は
宗
懐
の
文
と
し
て
い
る
(
三
八
三
頁
)
。
こ
れ
に
従
う
。
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(
伺
)
こ
こ
ま
で
が
『
風
土
記
』
の
引
用
で
あ
る
。
(
印
)
唐
詩
「
民
」
を
避
け
て
「
人
」
と
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
(
日
)
守
屋
前
掲
書
七
三
頁
か
ら
七
五
頁
参
照
。
(
臼
)
守
屋
前
掲
書
七
三
頁
以
下
参
照
。
た
だ
し
守
屋
氏
は
、
少
な
く
と
も
小
字
分
注
が
杜
公
職
注
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
お
ら
れ
る
が
、
大
字
の
す
べ
て
が
宗
懐
の
筆
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
断
を
留
保
さ
れ
て
い
る
。
(
七
八
頁
)
(
日
)
『
太
平
御
覧
』
の
「
又
日
」
は
、
直
前
の
引
用
曹
の
続
き
を
示
す
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
違
う
。
こ
の
史
料
は
現
行
本
の
『
荊
楚
歳
時
記
』
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
刑
楚
歳
時
記
』
の
文
で
あ
る
こ
と
が
分
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
四
部
叢
刊
三
編
本
の
巻
二
十
九
、
六
禁
裏
か
ら
八
葉
裏
ま
で
が
「
剤
楚
歳
時
記
』
の
文
な
の
で
あ
る
。
「
剤
楚
歳
時
記
』
に
は
多
数
の
書
籍
の
引
用
が
あ
る
が
、
『
太
平
御
覧
』
の
編
者
は
、
「
剤
楚
歳
時
記
』
を
引
用
す
る
際
に
引
用
書
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
孫
引
き
し
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
来
は
『
剤
楚
歳
時
記
』
の
引
用
文
で
あ
る
は
ず
が
、
他
書
の
引
用
文
の
知
く
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
(
日
出
)
原
文
は
「
知
此
」
だ
が
、
文
義
が
通
じ
な
い
の
で
「
此
如
」
に
改
め
た
(
日
)
守
屋
氏
に
よ
る
と
、
大
字
の
部
分
が
宗
懐
文
で
、
小
字
分
注
が
杜
公
崎
注
と
い
う
、
社
公
陪
注
釈
本
の
面
白
を
よ
く
伝
え
て
い
る
史
料
で
あ
る
。
(
守
屋
前
掲
書
七
四
頁
。
)
(
日
)
「
下
趨
」
を
結
納
金
と
解
釈
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
守
屋
訳
注
、
布
目
他
補
訂
前
掲
書
一
八
七
頁
参
照
。
(
貯
)
『
太
平
御
覧
』
巻
三
十
一
七
月
七
日
の
条
に
、
18 
骨
甘
見
道
書
云
、
「
牽
牛
喪
織
女
、
取
天
帝
銭
二
寓
、
備
種
、
久
而
不
還
、
被
騒
在
管
室
。
」
是
也
。
言
雄
不
経
、
有
是
局
怪
也
。
と
あ
る
。
こ
の
記
事
も
注
(
臼
)
の
如
く
、
巻
三
十
一
七
葉
裏
所
引
の
『
剤
楚
歳
時
記
』
か
ら
こ
こ
ま
で
が
引
用
文
で
あ
る
。
(
回
)
テ
キ
ス
ト
は
孫
猛
校
設
「
郡
滑
讃
書
志
校
詮
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
O
年
)
を
使
用
し
た
。
(
回
)
こ
の
序
が
宗
懐
の
自
序
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
守
屋
前
掲
書
七
一
頁
参
照
。
(ω)
人
名
と
作
品
名
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
守
屋
前
掲
書
七
一
頁
と
、
守
屋
訳
注
、
布
目
他
補
訂
前
掲
書
三
頁
参
照
。
(
日
)
「
周
僻
比
事
」
は
周
知
の
遇
り
『
稽
記
」
絡
解
篇
に
典
故
が
あ
り
、
歴
史
書
を
評
価
す
る
際
用
い
ら
れ
る
文
言
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
典
故
と
の
強
い
結
び
付
き
は
な
い
。
(
位
)
「
顔
師
古
の
「
漢
書
』
注
」
(
『
東
方
皐
報
』
五
一
加
、
一
九
七
九
年
初
出
。
の
ち
『
六
朝
積
紳
史
研
究
」
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
四
年
第
十
章
所
収
)
一
ニ
ニ
八
頁
参
照
。
(
m
m
)
陳
振
孫
撰
『
直
情
書
録
解
題
』
(
中
文
出
版
社
本
)
巻
六
に
、
剤
楚
歳
時
記
六
巻
梁
吏
部
尚
書
宗
懐
撰
。
記
剤
楚
風
物
故
事
。
と
あ
る
。
宗
懐
が
吏
部
尚
書
に
な
っ
た
時
は
、
承
翌
三
年
七
月
で
あ
る
か
ら
(
『
梁
書
』
巻
五
元
帝
紀
参
照
。
)
『
剤
楚
記
』
の
執
筆
は
こ
れ
以
降
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
同
年
十
一
月
に
は
西
貌
軍
の
攻
撃
が
始
ま
る
。
こ
の
聞
に
『
刑
楚
記
』
が
も
の
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
北
朝
へ
の
桂
致
後
に
成
立
し
た
可
能
性
も
強
ち
否
定
で
き
な
い
。
宋
金
程
氏
も
、
倖
虜
と
な
り
長
安
に
入
っ
た
後
に
、
故
郷
を
追
懐
し
て
作
成
し
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
(
前
掲
書
一
O
頁
参
照
。
)
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C 師氏--事訴之
ZEご431誠之処土質授府 zr443==羅氏
高之
l努才
保定中卒」湘東王(締)
64才 傑府兼記室。
『幹局J (承の八世孫)
系図の作成には諸正史を主に使用し，他に『元和姓纂四校記j
(中華害局.1994年).宗府撰「明僻論J.庚信撰『庚子山集注』
(中華書局.1980年)字文迫序などを使用した。名の横には生
没年・起家官名・評語などを記した。
※宗態の起家官については.r建康貫録J(上海古籍出版社，
1987年)巻十四を参照した。
※※庚肩吾の生年については.r康弘明集』巻二十所収「梁簡
文帝法費聯壁序」により，中大通六年には 48才であった
と判断し，算出した。また没年については，輿膳宏『望
郷詩人庚信J(集英社. 1983年)21頁に従っておく。
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賓昭卿
岳lm44ヲ
南陽郡混陽県本貫。承より江陵に住む。
南陽郡浬陽県本貿。
南陽郡浬陽県本貫。いつからか江陵に住むo
南陽郡浬陽県本震。恐らく厨の子より江陵に住む。
新野郡新野県本質。治より江陵に住む。
一五ーお
?問州 事自 (1/1の六世部)
主簿? ~ï r幹周」
法蔵 法才キ掴{費剛
府参軍ヲ
45-532書与『繍江陵
処士 THiHの著
密あり
型組，呈倍
町才悶
質
Th寸~;4
言:時
